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研究成果の概要（和文）： 

西欧近代文化を東アジアの伝統文化で受け止めて成立した日本近代の知的システムの特殊性

を解明するための基礎資料、および分野・各地域で分散的に行われてきた諸分野の学術史研究

文献などを調査整理し、近現代の学術研究を統合し、日本および東アジアの特殊性をふまえ、

地球環境問題など「ポスト・ヒューマニズム」とも呼ばれる 21 世紀の課題に応えうる新しい

学術体制づくりを目指す国際共通認識をつくりだすための諸活動を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The modern Japanese intellectual system came into being through the 
accommodation of modern Western culture within the scheme of traditional Eastern 
culture. In order to shed light on the peculiarities of that system, we have investigated, 
and assembled, basic sources as well as literary documentation on academic history 
from a variety of different fields in which research was conducted disparately. By 
merging the outcomes of such modern academic research and by taking into account 
the special features of Japan and East Asia, we have sought to establish a new 
academic system able to respond to such 'post humanistic' demands of the 21st century 
as the global environment. We have also endeavoured to generate a common 
international perception of problems. 
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初の学術史研究は、とくに東ア
ジアにおいては、各分野、各地域、分散的に
行われていた。特に東アジアにおいては、分
野横断的な視野に立って、未解明の領域に光
を当てる研究がおこなわれていなかった。西
欧においては、たとえば、フランスのミシェ
ル・フコー、ピエール・ブルデューらが、19

～20 世紀の知的システムの総体を批判し、ま
たイギリスのケンブリッジ大学では、歴史研
究に生活文化の研究を導入して「伝統の発
明」論などの、概念の形成に関する論調を生
んできた。しかし、それら欧米の理論はその
まま東アジアに適応できるものではなく、東
アジアの文化基盤の特殊性を十分にふまえ
た国際的な、新しい学術編成のための基盤、
共同研究のための基盤が、必要となっていた。 

 

２．研究の目的 

今日にいたる学芸の基礎概念の形成過程
について、輸入先の近代西欧各文化における
価値体系の差異、それを受けとる際に働いた
漢字文化圏における各文化の伝統的な概念
編成と価値体系の差異、受け入れ時期や伝播、
再編の歴史的条件などを、それぞれ勘案し、
新概念の創始、流布、定着、再編を総合して
考察し、東アジア諸国における学術編成史と、
それにはたした日本の近現代の知的システ
ムの役割の解明を行う。より具体的には、１、
日本近現代の知的システムの特殊性を解明
するための基礎資料、具体的には、学問・教
育の全般と諸分野の制度史および学術史研
究、とりわけ「宗教」「歴史」「芸術」「法律」
「国家」「社会」「経済」「理学」「工学」「医
学」などの学術の諸カテゴリーの基礎概念と
その相互関係、それらの下位概念の編成と、
再編成をうながした価値観の変遷について、
先行研究の蓄積、整理を行う。２、国際的、
総合的な視野に立つ「知のシステム」の解明
のための新たな方法論の構築。３、国際的、
総合的な視野に立ち、今後の学術の再編成に
向けての具体的な提言に結びつけること。 

 

３．研究の方法 

（１）国際日本文化研究センター（以下、日
文研）において、基礎作業を行う。学問・教
育制度史資料、諸分野の学術史研究の先行研
究の収集・蓄積、整理を行い、各資料を相互
に突き合わせて、批判的に統合する。 

（２）国外の大学、研究機関と共催で国際ワ
ークショップを開催する。日文研において、
共同研究を行う。 

（３）国内外における、研究者（個人）のネ
ットワークづくりを推進・強化する。従来の
語彙史研究の成果をふまえつつ、それを概念
編成、学術ジャンルの編成全体の変遷として

とらえなおし、価値の変遷とからめて研究す
るという当研究の重要性と研究方法を、国際
会議や講演会活動や直接の面会を通じて、内
外に広く発信する。 

（４）東アジア国際共同研究のネットワーク
づくりの方法として、連携研究のできるデー
タベースをつくる。各分野の研究者が、連携
した研究を進めうる場と情報の共有のため
の装置をつくる。 

 
４．研究成果 
（１）日本近現代の知的システムの特殊性を
解明するための、基礎資料、諸分野の学術史
研究、そして学術の基礎概念に関する先行研
究の国内外にわたって調査・収集を行い整理
し、共同研究の場に有効に資するよう分類し
た。 

（２）日文研のホームページに国内外から検
索し、また入力もできるＤＢ「日本語概念・
語彙研究文献データベース」を設立し、随時、
共同研究のために最も有効な方法・制度がい
かなるものであるかを試験的に運用し、ヴァ
ージョンアップにつとめた。数年にわたる試
行錯誤の結果、最終年度までに改善された主
なポイントとしては、①国内外の研究者が
各々で入力していく情報の使用記号や方法
を統一。ＤＢ検索機能の改善をはかった。②
データを語彙のみならず、概念に関する文献
資料に拡大して、資料面を増強。③語彙史や
概念史に関する文献・論文に関する書誌情報
のみならず、文献内容を日文研来所者に限っ
て公開するシステムを作成した。(このＤＢの
公開は別予算で 2011 年度予定) 

（３）研究代表者および研究分担者は、外国
人研究員や海外の研究者と連携した共同研
究を国際的に積極的に展開し、さまざまな当
研究に関する国際シンポジウムや共同研究
会議、講演会を開催した。 

中国、韓国を中心に、西欧を含めて世界各地
において講演し、東アジア近現代の概念編成
史の成果報告を行い、国際的波及につとめた。
本研究の意義と共同研究の重要性を訴え、各
地で確実な反応を得た。 

（４）研究代表者および研究分担者は、本科
学研究費における成果報告書『近代東アジア
における鍵概念―民族・国家・民族主義』を
はじめとして、当研究に関する書籍を複数刊
行した。 
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